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ウ
ッ
ズ
ホ
ー
ル
海
洋
生
物
研
究
所 

上
席

研
究
員
（
当
時
）、
下
村 

侑
（
１
９
２
８
～

２
０
１
８
）
は
オ
ワ
ン
ク
ラ
ゲ
が
持
つ
緑
色

蛍
光
タ
ン
パ
ク
質
（
Ｇ
Ｆ
Ｐ
）
を
利
用
す
る

こ
と
で
、
簡
単
に
研
究
対
象
の
遺
伝
子
が
働

い
て
い
る
か
ど
う
か
を
判
断
で
き
る
こ
と
を

発
見
し
ま
し
た
。

オ
ワ
ン
ク
ラ
ゲ
の
発
光
に
着
目
し
た
下
村

博
士
は
、
同
僚
の
研
究
員
や
家
族
ま
で
動
員

し
て
大
量
の
オ
ワ
ン
ク
ラ
ゲ
を
採
集
。
自
作

の
機
械
で
す
り
潰
し
て
精
製
す
る
こ
と
で
、

オ
ワ
ン
ク
ラ
ゲ
の
発
光
に
Ｇ
Ｆ
Ｐ
が
関
わ
っ

て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。
Ｇ
Ｆ

Ｐ
は
生
命
科
学
の
研
究
に
広
く
利
用
さ
れ
、

２
０
０
８
年
に
下
村
博
士
に
ノ
ー
ベ
ル
化
学

賞
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

人
類
の
未
来
を
変
え
る〝
ミ
ラ
ク
ル
生
物
〟線
虫 

線
虫
の
触
覚
の
研
究
者
マ
ー
テ
ィ
ン
・

チ
ャ
ル
フ
ィ
ー
（
米
国
、
１
９
４
７
～
）
は

試
行
錯
誤
の
末
、
Ｇ
Ｆ
Ｐ
を
線
虫
の
透
明
な

体
内
で
発
現
、
簡
単
に
観
察
で
き
る
こ
と

を
１
９
９
４
年
に
権
威
あ
る
科
学
誌
Ｓ
ｃ
ｉ

ｅ
ｎ
ｃ
ｅ
で
発
表
し
、
こ
の
業
績
で
チ
ャ
ル

フ
ィ
ー
も
ノ
ー
ベ
ル
化
学
賞
を
受
賞
し
ま
し

た
。
線
虫
を
用
い
た
研
究
で
の
ノ
ー
ベ
ル
賞

受
賞
は
、
２
０
０
２
年
の
「
ア
ポ
ト
ー
シ
ス
」、

２
０
０
６
年
の
「
Ｒ
Ｎ
Ａ
ｉ
」
に
続
い
て
３

度
目
。
短
期
間
で
の
複
数
回
受
賞
は
線
虫
研

究
が
与
え
た
影
響
力
の
凄
ま
じ
さ
を
思
い
知

ら
さ
れ
ま
す
。

２
０
２
３
年
、
永
久
凍
土
か
ら
４
万
６
千

年
ぶ
り
に
目
を
覚
ま
し
世
界
を
驚
か
せ
た
線

虫
。
海
や
大
地
だ
け
で
な
く
砂
漠
や
北
極
な

ど
で
も
耐
え
ら
れ
る
生
命
力
や
強
い
繁
殖
力

を
も
つ
線
虫
。
体
調
１
㎜
に
脳
に
似
た
器
官

も
有
し
、
記
憶
や
判
断
を
行
う
知
性
ま
で
併

せ
持
つ
線
虫
。
ヒ
ト
の
遺
伝
子
と
70
％
が
共

通
し
て
お
り
、
線
虫
を
知
れ
ば
人
間
が
わ
か

る
と
も
い
わ
れ
ま
す
。

２
０
２
３
年
10
月
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
『
サ
イ
エ

ン
ス
Ｚ
Ｅ
Ｒ
Ｏ
』
で
日
本
の
線
虫
の
研
究
者

た
ち
が
、
線
虫
の
驚
異
の
能
力
と
可
能
性
を

語
り
ま
し
た
。
ミ
ツ
バ
チ
が
発
す
る
静
電
気

に
乗
じ
て
、
飛
び
移
っ
て
ミ
ツ
バ
チ
に
く
っ

つ
き
行
動
範
囲
を
広
げ
る
、
線
虫
の
奇
跡
的

な
動
き
に
驚
き
ま
し

た
。
線
虫
が
が
ん
患
者

の
尿
の
に
お
い
を
か
ぎ

分
け
る
知
性
が
あ
る
の

も
不
思
議
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
科
学
的
で
な
い

と
軽
ん
じ
る
こ
と
こ
そ

非
科
学
的
と
思
え
ま

す
。
ミ
ラ
ク
ル
生
物
・

線
虫
を
調
べ
る
こ
と
で

人
間
の
医
療
や
延
命
に

役
立
て
よ
う
と
す
る
研

究
は
、
さ
ら
な
る
進
化

を
遂
げ
て
い
ま
す
。

下し

も

村む

ら 

侑お
さ
む  

オ
ワ
ン
ク
ラ
ゲ
の
緑
色
蛍
光
タ
ン
パ
ク
質
の
発
見
で
ノ
ー
ベ
ル
化
学
賞
を
受
賞
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医療・健康コミュニケーター /医療広報コンサルタント。慶應義塾大学経
済学部卒。ミズノ、リクルート、米国西海岸最大手製函会社（LA12年）、
学校法人慈恵大学広報推進室長（東京16年）など日米複数法人通算
36年の広報宣伝業務を通じ、メディア・医療関係者と幅広い交流網を構
築。趣味はゴルフ、ワイン（JSA認定ワインエキスパート＃58）。プレ
ジデントオンライン連載「ドクターに聞く“健康長寿の秘訣”」、ダイヤモ
ンドオンラインで医療・健康コラム執筆中。

下村 侑
生物発光研究の第一人者。ボストン大学名誉教授、ウッズホール海洋生物
学研究所特別上席研究員、名古屋大学特別教授。オワンクラゲの緑色蛍光
タンパク質の発見は、その後生命科学、医学研究用の重要なツールとなり
2008 年ノーベル化学賞受賞。

人工繁殖したオワンクラゲの成体は餌に
発光の素 セレンテラジンを混ぜて発光さ
せている。
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